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研究成果の概要（和文）：大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折（SIF）の予後規定因子について、若年発生例について検
討を行った。特に20歳代～30歳代の若年発生例については、圧潰が進行し、免荷などの保存療法が無効な症例に
ついては、外科的治療が必要となる。その際、年齢が若年であるため、人工関節置換術は避けるべきであり、可
能な限り関節温存術を行うことが望ましい。今回の検討で、大腿骨頭前方回転骨切り術は、本骨折に対する外科
的治療としても極めて有効な術式であることが、臨床的および骨シンチを用いた検討により明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Subchondral insufficiency fracture of the femoral head (SIF) occurs 
infrequently in young adults. As the collapsed SIF lesion is usually located at the anterior portion
 of the femoral head, young adults with SIF are considered to be candidates for transtrochanteric 
anterior rotational osteotomy, similar to patients with osteonecrosis of the femoral head (ON). In 
the present study, we assessed the clinical and radiographic results of anterior rotational 
osteotomy for the treatment of SIF as compared with ON.
The present study suggested that the absence of progression of collapse and a sufficient 
postoperative intact ratio without the need for marked varus realignment may be associated with 
favorable results following anterior rotational osteotomy for the treatment of SIF in young adults.
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１．研究開始当初の背景 
我が国は、高齢化の進行に伴い、骨粗鬆症の
患者は増加の一途を辿り、すでに 1,100 万人
を超えている。この骨粗鬆症により招来され
る骨折は、脊椎椎体、大腿骨、前腕骨がよく
知られている。加えて最近、上記骨折に加え
て、関節内にも脆弱性骨折が発生し、一部は
予後不良で関節破壊を来すことがわかって
きた。そして、本骨折は若年者にも発生する
ことが明らかになってきた。 
 
２．研究の目的 
（１）骨粗鬆症に伴って発生する大腿骨軟骨
下脆弱性骨折の予後に関して、臨床・病理・
生化学・画像を含めた多角的解析を行う。そ
してその結果に基づき、本骨折の予防法の構
築を行う。 
 
（２）本研究では、関節内に発生する代表的
疾患である大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折の予
後規定因子を多角的に解析し、予後法の構築
へと発展させ、骨粗鬆症性骨折の予後を改善
し、もって健康寿命の延伸に寄与する。 
 
３．研究の方法 
（１）大腿骨軟骨下脆弱性骨折の診断基準を
確立し、他疾患との鑑別法も明らかにする 
 
（２）大腿骨軟骨下脆弱性骨折の予後規定因
子を多角的に（各種臨床症状、単純レントゲ
ンや MRI による画像所見、摘出骨頭の病理所
見、生化学的、関節液成分、など）解析する。 
 
（３）本骨折により関節破壊を来した症例に
ついて、そのメカニズムを病理学的（摘出骨
頭、関節液、滑膜など）、および生化学的検
査などから検討する。 
 
（４）薬剤による軟骨下脆弱性骨折の予防効
果を検討し、関節破壊予防に対する治療戦略
を確立する。 
 
（５）特に若年者に発生した場合における、
治療法について、関節温存術の観点から検討
を行うこと。 
 
４．研究成果 
大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折（SIF）の予後規
定因子について、（１）骨折の好発部位と臼
蓋被覆の観点から 3次元 MRIを用いて検討し
た。さらに、（2）若年発生例について検討を
行った。 
（１）MRI の冠状断からそれぞれ大腿骨近位
部、および大腿骨頭における骨折部をトレー
スした。次に臼蓋縁をマーキングし、画像解
析ソフトで 3次元構成した。その結果、大腿
骨頭における骨折部面積は前方で有意に大
きく、SIF の発生部位は前方に好発すること
が示唆された。さらに、骨折部と内外側の位
置と臼蓋縁との関係については、骨折部と臼

蓋縁が接していた症例では骨折部は骨頭外
側に位置しており、臼蓋被覆が不良であり、
それに対して骨折部と臼蓋縁が離れていた
症例では、骨折部は骨頭中心に位置していた。
さらに、臼蓋被覆との関係についても検討し
たところ、臼蓋被覆が不良であることを基盤
に発生する Lateral type と、臼蓋被覆とは
無関係に骨頭中央部に発生するCentral type
に分類することができた。それに、基づいて
予後を検討した結果、Lateral type の方が予
後不良であることが判明した。 
 
（２）特に 20 歳代～30 歳代の若年発生例に
ついては、圧潰が進行し、免荷などの保存療
法が無効な症例については、外科的治療が必
要となる。その際、年齢が若年であるため、
人工関節置換術は避けるべきであり、可能な
限り関節温存術を行うことが望ましい。今回
の検討で、元来、大腿骨頭壊死症に対する治
療法として開発された大腿骨頭前方回転骨
切り術は、本骨折に対する外科的治療として
も極めて有効な術式であることが、臨床的お
よび骨シンチを用いた検討により明らかに
なった。本骨折は、大腿骨頭の前上方に好発
することがあるため、特に若年者に対する関
節温存術の有効性が実証された。また、従来
の適応であった骨壊死よりも、修復反応も早
期に起こることが判明し、若年症例に対する
関節温存術としての有効性を解明した。 
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